





Introduction of the Diary of Air-raid in Toyohashi Area during the Pacific War 















































































































































































































































































































































































































































































９） S. E. Morison （1960）, Victory in the Pacific 1945, History of United States Naval Operations in World War II, Vol.14, 

































































































発艦 着艦 機種 戦隊 発艦機数 攻撃機数 母艦
16日 戦闘機掃討：浜松，豊橋，老津の飛行場 07：58 11：40
F6F-5 VF-17 12 12
ホーネット




TBM-3 VT-17 10 10
ホーネット
TBM-IC VT-17  2  2
防衛と攻撃：横須賀飛行場 06：52 11：10
F6F-5 VF-17  4  3
ホーネットF6F-5 VF-17  4  4
F6F-5 VBF-17  4  4

















































































































































































































































































格納庫裏の小建造物 １機・VBF-17 1000＃GP ×１









駐機中の飛行機 １機・VB-17 20mm ×12 僅少な損害
TBM-3/
TBM-1C
飛行場北東の建物 ６機・VT-17 2000＃GP ×６ 深刻な損害
飛行場と駐機中の飛行機 ２機・VT-17 2000＃GP ×２ 双発機３機に損害
（出所）Aircraft Action Report No,3,4,9, Records of the U.S. Strategic Bombing Survey, Entry 55, Security-















































































































































































































































































































































































































































































（ 東 京 ），PRM55（ 太 田 ），PRM56（ 東 京 ），
WSM220（浜松），WSM221（名古屋）の６機
であった。04時50分に解除となった警報は



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































旬別 来襲回数 内空襲警報 編隊来襲機数
十一月　下旬 　　五 　三 　一五○
十二月　上旬 　　二 　一 　　七○
　　　　中旬 　一四 　八 　一五○
　　　　下旬 　　九 　四 　一五○
　一月　上旬 　一八 　二 　一五○
　　　　中旬 　一○ 　二 　一四○
　　　　下旬 　一四 　二 　一四○
　二月　上旬 　　八 　二 　一九○
　　　　中旬 　二○ 　五 　一六○
　　　　下旬 　一一 　一 　一三○





































































































































































































































































































































































































































192機 で あ っ た。 出 撃 時 間 は031511Z か ら
031646Z（日本時間４日00時11分から同日01時
46分）でそれぞれサイパン，グアム両基地を離
陸した。搭載爆弾は第73航空団が M64，987発，
M66，2000ポンド一般目的弾111発，第313航空
団が M64，238発，M17A1，673発であった。
　　 　第73航空団に指示されたコースは，駿河湾の
御前崎寄りから上陸して，甲府を IP に目標に
向かい，爆撃後は九十九里浜から太平洋上へ抜
けるものであった。第313航空団は，紀伊半島
東部の大王崎をかすめて浜名湖方面から上陸，
甲府を IP として目標に向かい，爆撃後はやは
り九十九里浜から太平洋へ脱出するコースを指
示された（第41図参照）。
　　 　爆撃部隊は，目標上空は雲に覆われていたた
も一段落をつげたが，その間実に二時間半，爆音は
頭上に轟き，風の音を落下音と間違へて幾度となく
眼や耳を押へた始末。実にいやな思ひの連続だつ
た。
来襲百五十機　主として帝都を爆撃　別に欺瞞
的に少数機を以て豊橋浜松に来襲
（118）朝から見ると風も少し軟らいで来た。中食を
終へて一服してゐると○時半，また警戒警報だ。情
報をきくと畿内地区から侵入せんとする敵一機があ
り，上野附近を旋回中だといふ。やがてこちらへく
るものと待機したが，遂にくることなく尾鷲附近へ
出た。もう来ないなと思ふと，果して僅か十五分許
りで警報の解除を見たのでやれやれ。
　 侵入一機　侵入せず脱去
（119）時もゆふべと同じ夜の十一時半，またもや警
戒警報のサイレンに夢破られてハネ起きる。半弦の
月が今山の端を出たところだ。空は晴れ星はまたた
いてゐるが，北風が吹き捲つて寒いこと夥しい。ゆ
ふべの敵の戦法を思ふと，今夜も長いなとすぐ待避
の準備をする。
果して敵は五機で分散的に浜名湖附近から侵入して
来たらしい。風の音に和して例の爆音が聞へてき
た。待避の鐘を合図に壕にもぐる。然し敵は余り接
近することなく何れに去つたと見へ，程なく爆音は
風に消へて仕舞つた。情報は次々に発表せられる
が，風に妨げられ全然聞へないので壕中にじつとし
てゐるより仕方がない。聞けば昨日，多米と下条と
牛久保と三ケ所が被爆したさうだ。くる度毎に多少
のお土産をもつてくるから油断はならぬ。それに皇
軍の精鋭を以てしても尚，連日連夜敵機を頭上に迎
えねばならぬ始末に物量の力の大きさをつくづく感
ぜざるを得ない。
こんなことを考へながら待つこと凡そ一時間半，午
前一時になつて漸く警報が解除され，冷へ切つた体
を再び寝床に横たへた。
今我が方が全体優勢なら敵を本土に寄せつけはしな
い筈だ。然るに現実に敵は日夜平然と我が本土上空
を侵し，そのための犠牲も決して少々ではない。
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方で投弾したと見へ，炸裂音が地響きをたてて
聞へてきた」と続いている。この日の空襲警報
の発令もかなり遅かったようである。09時30分
に空襲警報が，間もなく警戒警報も解除となっ
た。
　　 　この日の爆撃は，これまでの爆撃を踏襲した
ものと考えがちであるが，『朝日新聞』（1945年
３月５日付）は「編隊の夜間進発可能」との小
見出しで次のような指摘を行った。「朝八時に
B29の編団が来襲した点にわれわれは一応注目
の必要がある，・・・これまでの編隊侵入が午
後であることは彼等が朝となつてマリアナ基地
を出発することを示してゐる，夜間，多数機の
離陸のためには飛行場の設備，または乗員の技
量において困難があつたためと考へられる
が，・・・これまでになかった B29「編隊夜間
進発」を可能にして来た事実を注目せねばなら
ぬ・・・今後夜間空襲が相当多数の B29をもつ
て・・・来襲し得ること・・・を考へておかね
ばならない」。夜間の出撃が困難だったかどう
か不明であるが，夜間空襲については1944年11
月29日の東京工業地帯を第１目標とする第73航
空団の B-29，29機によるものが唯一であった。
記事から読み取れるように，日本軍部は B-29
の夜間空襲に大きな不安を抱いていたふしがあ
る。
　　 　日誌によれば，12時30分に警戒警報が発令さ
れたが，これは WSM254（大阪）であろうか。
他の日本側資料には記録がない。その後，23時
30分に三度目の警戒警報が発令された。「敵は
五機で分散的に浜名湖附近から侵入して来たら
しい」が，何事もなく翌日の01時に解除となっ
た。『朝日新聞』（1945年３月６日付）は，「B29
一機は四日午後十一時頃より三十分に亙り南九
州方面にも来襲，海中に投弾ののち脱去」と報
め，第１目標の爆撃をあきらめ，159機が雲量
10分の10の雲上，高度25,100～28,900フィート
から第２目標である東京市街地を爆撃した34）。
また17機が最終目標を，１機が臨機目標を爆撃
した35）。なお，早期帰還機15機，損失機１機で
あった。
　　 　最終目標を爆撃した17機の投弾場所は，浜
松，静岡，清水，豊橋，大宮などで，浜松に対
しては，９機が計92発を，豊橋に対しては第
313航空団第６爆撃群団の B-29，１機が M64，
11発を投下した。日誌によれば，被弾したの
は，多米町，下条町，牛久保町であった36）。日
誌では「八時三十分頃何回目かの爆音が頭上に
迫ると共に厭な落下音が聞へる。ソレといふま
もなく五六発続いて炸裂し大地がゆらぐ。たし
か東の方らしい」との記述のあとに，「八時
四十分になるととうとう空襲警報のサイレンが
鳴り出した。間もなく東からやつてきた奴が北
　 　
34） 原田良次（1973）は，「〇八四〇より・・・B29一五〇機で東京へ。しかし，当隊雲量多く出動不能。東京の空に投弾
の音凄まじく，姿の見えない雲上の敵編隊の動静を伝える東部軍情報の不気味さ」（198頁）と記している。この日「北
多摩から下町の海側までを攻撃され・・・死傷者一〇〇三名」（199頁）が出た。
35） この日の爆撃でダメージを受けた B-29，１機がはじめて硫黄島に不時着した。同機は補修と燃料の供給を受けて基地
へ帰還した。
36）名古屋空襲を記録する会（1985）には，「多米町山林二〇坪消失」（17頁）の記述がある。
第41図：３月４日の第313航空団の飛行コース
（出所）「作戦任務報告書」No39.
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地域政策学ジャーナル，第７巻 第１号
土に来襲，午前零時半頃より同二時半頃にわた
り逐次帝都に侵入，爆弾，焼夷弾を投下・・・
夜間来襲機数が漸次多くなって来たが，これは
夜間の大挙来襲を企図するものと予想され厳戒
を要する」と報じた。
　　 　日誌によれば，18時15分に再び警戒警報が発
令された。「鳥羽半島を北上する敵二機」とあ
るのと，時間的にみて313RSM（２機，北九州
西部海岸線）と考えられる。米軍資料によれ
ば，両機は九州海岸線のレーダースコープ写真
を327枚撮影し，うち１機が500ポンド一般目的
弾４発を Joji（門司か？）に投下した。日本機
の反撃はなかったとしている。豊橋地方の警戒
警報はわずか30分で解除となった。WSM256，
WSM257については豊橋では警戒警報の対象に
ならなかった37）。
これを書き初めた紀元節から二十三日目のけふ敵の
来襲は八十回からとうとう百二十回になつたので例
により第四冊目に移る。
この二十三日間四十回のうち空襲は B 二十九が四
回，艦載機が三回であと三十三回は警戒警報に止ま
つた。来襲延機数は B 二十九が四百四十，艦載機
が延千六百で，この間に向山町が，十七日大崎の飛
行場がまた三月四日多米町と下条町とがやられた。
但し，被害は僅少で市外にも近接地方に数ケ所あつ
たらしい。しかし幸いなことは，より以上の損害を
遺した地震の方が全く納まつて，もう顧慮を要せぬ
やうになつたことだ。然し何分にも来襲は昼夜を分
たず頻繁で，睡眠不足も手伝ひ仕事の捗らないのに
は閉口だが，国をあげての戦争にこんなことで屁古
垂れてなるものかと頑張りをつづけゐる。
 昭二〇，三，五夜記　
昭和十一年七月，頼りにする一人子に死なれてから
一昨年までの七年間を廃人同様に暮して来た私では
あるが，その年の昏から市の依嘱をうけて市内百十
余社の御由緒改訂に当り，昨年一年で大体をつくり
じた。これは WSM255（広島）と考えられる。
　　 　日誌は，この日の最後に「今我が方が全体優
勢なら敵を本土に寄せつけはしない筈だ。然る
に現実に敵は日夜平然と我が本土上空を侵し，
そのための犠牲も決して少々ではない」，「この
敵の優勢さも論じつめれば物量の力で」あると
記すと同時に，「ルソン島の戦ひは未だ帰趨明
かでないが，硫黄島は絶望に近く，それに呼応
して敵の我が本土空襲はいよいよ熾烈化し」と
戦況への不安を隠そうとしなかった。
三月五日（月）
（120）午后六時十五分鳥羽半島を北上する敵二機あ
りとて，警戒警報が発せられた。もうあたりは暗闇
が漂ひはじめた。夕食はとくに済んで居る。いつで
も来いとまち構ると，暫くあつて南方に爆音が聞へ
あたりで待避の鐘が鳴る。しばし壕にもぐつて待つ
と爆音は東方の空に消えてゆく。情報によるとこれ
が一番機で，浜名湖附近で旋回した後，やがて東進
して東部管内に入り，二番機は鳥羽沖から東北進し
浜名湖附近で反転，南方洋上に脱去したといふ。
かくて僅か三十分でこの警報も解除になつたがもっ
と多数くるものと予想したのに僅か二機とは意外だ
つた。
「解説」米軍資料によれば，３月５日には314RSM2
（東京，10機），WSM256（沖縄），WSM257（東
京），313PSM1（２機，北九州）の計14機が飛
来したことになっている。314RSM2は，東京
の中島飛行機武蔵製作所を目標にグアムを
041745K に出撃し，５日の00時頃日本に上陸，
８機が500ポンド一般目的弾35発，500ポンド焼
夷弾16発，56ポンド閃光弾14発を第１目標に投
下した。１機は目標上空で投弾できず，１機は
早期帰還した。侵入ケ所が関東地域だったため
か，豊橋では警戒警報の対象にならなかった。
『朝日新聞』（1945年３月６日付）は，「五日早
暁 B29十機はそれぞれ一機づつ浜松附近より本
　 　
37） 『朝日新聞』（1945年３月６日付）には，「敵 B29一機は五日午後七時ころ関東地区に来襲した」とあり，これは
WSM257である。
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子」であった哲夫は昭和11年７月12日に病死し
た。
 （つづく）
上げ，続いて今，神社誌の編纂に当つてゐる。一
方，昨年三月から隣組長に推され日々繁雑な事務を
処理しつつある上に，隣保班長を助けて防衛の任に
も当り，更に人々の勧めでこの空襲日誌をも日々書
き続けてゐる。
こんな風で私の一日は可なり忙がしいが，お蔭で虚
弱だつた老躯も近来めきめき健康をとり戻し昨年以
来風邪一つ引かず，まして病気で寝たことなど一度
もない。これは全く神様の思召であるに違ひない。
実をいへば，私は一日も早く此の世を去つて先立つ
た子供の後を追ひたいのだ。然し中々神様の御免
ゆる
し
がない許りか，今では色々の仕事と健康とを御授け
になり日々御鞭撻を頂いて居る。私はこの思召のま
にまに，最後の御奉公として人のため，引てはお国
のためになることなら力のある限り何でも努める決
心だ。従て神様の御恵みに生きて来たものの如くす
べき道であるやうに思ふ。
私はこんな考へから全力のあらん限りを社会のため
に投げ，一日一日近づく死期を待ちたい。それが今
の私の心持ちの全部だ。 昭二〇，二，十五誌　
［解説］３月５日の夜，日誌の筆者は敵機の来襲
が120回となったのを機に日誌の三冊目を終了，
四冊目に入ることにした。米軍機による攻撃
は，日本軍の情報が米軍機撃墜を喧伝している
にもかかわらず，ますます増強される気配すら
あった。また，おびただしい数の艦載機の来襲
は大きな衝撃を与えたはずであった。さらに，
３月に入って B-29来襲のパターンに変化の兆
しが見え始め，夜間空襲の可能性が高まったこ
とも大きな不安材料となった。救いは豊橋地方
の被害がそれほど大きくなかったことであろう
か。
　　 　なお，第三冊の最後に２月15日付の雑感を添
付している。一人息子に先立たれた悲しみが，
「神様の思召」，すなわち神社史の編纂，隣組長
の事務，防衛の任，そして空襲日誌の執筆と
いった多忙な日々のおかげで軽減されていると
している。豊田氏は，妻志なとの間に明治42年
長女ひで，明治44年次女勝代（かよ？），大正
９年に長男哲夫をもうけた。「頼りにする一人
